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ひと足早いお正月
Pβもういくつ寝るとお正月…・ ・。 そんな歌声が爵こえてきそう

です。

このほど、須釜幼稚園では、園児のお母さんたちの協力でもちつ

き大会が行われ、ひと足早くお正月気分を味わいました。

初めて千本杵をもっ子どもたち。ちょっぴり枯がらしが吹く中で

元気いっぱいにもちつきをしました。つきたてのもちは、あんこもち

ゃ雑煮にして、舌鼓を打ちながら、楽しいひとときを過ごしました。

子どもたちが待ちこがれているお正月ももう閤近か。

気持ちは一足飛びにお正月に向っているようです。
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年
末
・
年
始
は
交
通
も
一
段
と
混
雑

し
、
人
の
動
き
も
気
ぜ
わ
し
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
索
、
さ
も
厳
し
く
な
っ
て
路

面
が
潔
結
ぶ
泣
'り

1

い
雪
が
降
っ
た
り
し

て
道
路
や
交
通
の
環
境
も
変
わ
り
、
交

通
事
故
が
起
き
や
す
〈
な
り
ま
す
。

ま
た
、
年
末
i

年
始
は
忘
年
会
や
新

年
会
な
ど
が
続
い
て
、
酒
を
飲
む
機
会

が
ど
う
し
て
も
多
く
な
り
ま
す
。
ド
ラ

イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
~
ρ
乗
る
な
ら
飲
む

な
、
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
H

を

合

言

葉

に
、
安
全
運
転
に
心
が
け
、
無
事
故
で
一

年
末
を
す
ご
し
、
笑
顔
で
新
年
を
迎
え

ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ふす議おお叩川11川川11川11川川川11川11

@
飲
酒
運
転
の
徹
底
追
放

@
一一
歩
行
者
、
特
に
子
ど
も
と
老
人
の
交
通
事

故
防
止

@

一夜
間
と
積
雪
竺
凍
結
時
の
交
通
事
故
防
止

@
シ
!
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進

少
し
の
酒
で
も
死
亡
事
故
に

危
険
な
.
1

飲
酒
運
転
の
自
己

弁
護
，

ド
ラ
イ
バ
ー
一の
み
な
さ
ん
、
「
ま
あ
堅

い
こ
と
言
わ
な
い
で
ペ
ピ
十
七
、ん
一
杯
ぐ

ら
い
」
な
ど
と
勧
め
ら
れ
で
¥
川つ
い
飲

ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
は
あ
r

り
ま
せ
ん

か
。
「
少
し
の
酒
な
ら
、

一か
え
っ
て
運
転

の
腕
が
さ
え
苦
く
る
」
な
ど
と
本
気
に

思
っ
て
い
、る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
こ
れ

は
と
ん
で
も
な
い
思
い
違
い
で
す
。

故
ア
ル
コ
ー
ル
は

い
い
体
の
機
能
を
低

τさ
せ
る

I
レぽ

飲
酒
運
転
を
犯
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の

か

H

自
己
弁
護

η
lー
そ
の
主
な
も
の
は

肋
次
の
と
お
り
で
す
.

消
①
あ
ま
り
酔
っ
て
い
な
い
と
思
っ
た

比
⑦
酔
っ
た
勢
い
で

と
③
ひ
と
休
み
し
て
酔
い
が
さ
め
た
と
思

つ

っ

た

よち
④
翌
日
の
仕
事
に
車
が
必
要
だ
か
ら

⑤
今
ま
ぐ
飲
酒
運
転
で
捕
ま
っ
た
こ
と

カ
な
い

こ
う
し
た
言
い
訳
を
す
る
こ
と
自

体
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
人
体
に
与
え
る
影

響
を
理
解
し
て
い
な
い
と
い
っ
て
い
い

で
し
ょ
う
。

酒
を
飲
む
と
、
体
の
働
き
に
は
次
の

よ
う
な
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

第
一
に
、
視
覚
の
働
き
が
鈍
く
な

り
、
視
野
が
狭
く
な
り
ま
す
。

第
二
に
大
脳
の
働
き
が
低
下
し
て
判

断
力
が
鈍
り
、
自
制
心
も
弱
ま
っ
て
き

ま
す
。さ

ら
に
、
集
中
力
が
鈍
っ
た
り
、
精

神
的
に
も
不
安
定
に
な
る
な
ど
、
酒
が

人
体
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
車
の
運
転
に

と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
も
の
ば
か
り
で

す。
ピ
i
ル
一
本
飲
ん
だ
状
態
で
車
を
運

転
し
た
場
合
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
体
内
に

全
く
な
い
と
き
に
比
べ
て
、
死
亡
事
故

の
危
険
度
は
こ
・
五
倍
に
増
え
て
い
ま

す。
飲
酒
運
転
を
な
く
す
た
め
に
は
、
家

庭
や
職
場
、
地
域
社
会
な
ど
で
、

P

飲

ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な
ら
飲
ま
な

い
、
飲
ま
せ
な
い
H

と
い
う
鉄
則
を
確

立
す
る
こ
と
で
す
。

〈家明み発犯時
出庭るな生罪期あ
かでいさしをにわ
けで新んまははた
るき年もすじ、だ
とる 11 防。めあし
き訪を犯 多 きい
は犯迎に く巣年
必四え気 の、末
ずかま》 事ス。
力条しぷ 件リ例
ギ よおい 事な年
を うつ故どこ
v 0 て が の の

暮
れ
は
ご
用
心

事
件
事
故
の
な
い

明
る
い
新
年

家
庭
が
最
も
被
害
を
受
け
や
す
い

の
は
「
空
き
巣
」
と
「
忍
び
込
み
」

に
よ
る
も
の
で
す
。
し
か
も
そ
の
約

半
数
は
カ
ギ
の
か
け
忘
れ
か
ら
で
、

全
体
の
約
四
割
近
く
が
玄
関
か
ら
入

っ
て
い
ま
す
。

〈
玄
関
は
C

P
マ
!
ク
付
の
カ
ギ

をし
vカ

ギ
の
強
度
、
カ
ン
ヌ
キ
の
強
さ

は
も
と
よ
り
、
カ
ギ
の
精
巧
度
な
ど

優
良
防
犯
機
器
と
し
て
認
定
し
た
C

P
マ
1
ク
付
の
カ
ギ
は
よ
り
安
全
で

ム
3
0

〈
隣
り
近
所
で
防
犯
体
制
を
〉

外
出
す
る
と
き
は
、
近
所
に
声
を

か
け
、
ま
た
、
声
を
か
け
ら
れ
た
お

宅
で
は
、
留
守
宅
に
だ
れ
か
き
た
ら

「
ど
ち
ら
に
ご
用
で
す
か
」
と
声
を

か
け
、
用
件
を
確
か
め
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

〈
長
く
家
を
あ
け
る
と
き
、
新
聞

な
ど
は
配
達
中
止
を
〉

牛
乳
や
新
聞
が
玄
関
に
た
ま
っ
て

い
る
の
は
、
留
守
を
教
え
て
い
る
よ

う
な
も
の
で
す
。
長
く
家
を
あ
け
る

と
き
は
配
達
を
中
止
さ
せ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

最高裁判所裁判官国民審査の投票日です衆議続議員総選挙、
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成
人
に
達
し
た
若
者
た
ち
の
晴
れ
の

門
出
を
祝
福
す
る
成
人
式
が
、
来
春
一

月
十
五
日
〈
成
人
の
日
〉
に
就
業
改
善

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
の
新
成
人
は
昭
和
一
一
一
十
八
年
四

月
二
日
か
ら
一
ニ
十
九
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
み
な
さ
ん
で
す
申

本
村
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
と

こ
れ
ま
で
に
申
し
込
み
の
あ
っ
た
方
あ

わ
せ
て
八
十
二
名
が
、
一
人
前
の
大
人

と
し
て
、
ま
た
社
会
人
と
し
て
ス
タ
ー

ト
す
る
わ
け
で
す
。

住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
の
に
名
前
が

載
っ
て
い
な
い
方
や
、
村
出
身
で
式
に

出
席
し
た
い
方
は
公
民
館
に
十
二
月
二

O
日
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〔
川
辺
〕
大
竹
春
江
、
大
和
田
順
子
、

佐
藤
悦
子
、
鈴
木
和
浩
、
円
谷
信
明
、

野
崎
畳
、
矢
部
修
、
矢
部
美
紀
子

矢
部
司
、
矢
部
親
子

〔
蒜
生
)
石
井
幸
子
、
久
保
木
淳
子
、

車
田
雅
一
、
寧
田
初
子
、
出
山
永
子
、

曲
山
安
夫
、
溝
井
一
男

〔
小
高
〕
遠
藤
あ
け
み
、
車
田
悦
子
、

車
問
宗
司
、
革
関
茂
銀
、
小
針
米
子
、

須
釜
吉
徳
、
関
根
正
子
、
関
根
ひ
で
子

溝
井
善
徳
、
溝
井
芳
信
、
吉
田
正
、

岡
部
初
枝

〔

中

間

部

小
針
信
生
、
双
里
か
お
り
、
角
田
文
博

士
口
田
幸
子

〔
岩
法
寺
〕
石
森
保
子
、
大
竹
正
照
、

大
竹
正
康
、
草
野
和
憲
、
小
林
幸
子
、

来春宮月15日に成人式

賞
、
小
針
勝
広
、

昨年の成人式から

佐
久
間
幸
子
、
溝
井
春
江
、
金
鎌
一
淳
子

〔
竜
崎
〕
上
野
久
子
、
上
野
寛
司
、

同
部
敬
文
、
輩
出
武
実
、
小
林
茂
、

小
林
美
千
代
、
小
林
智
和
、
鈴
木
吉
孝

鈴
木
ひ
ろ
み
、
仁
井
田
栄
一

(
高
須
釜
〕
石
井
伸
一
、
石
森
忠
義
、

猪
原
幸
子
、
大
木
加
代
子
、
大
木
幸
江

大
野
春
美
、
境
沢
健
文
、
塩
沢
徳
子
、

国
井
礼
子
、
近
内
美
代
子
、
小
針
幸
子

関
根
紀
美
江
、
円
谷
き
み
子
、

円
谷
さ
ゆ
り
、
馬
上
ひ
と
み
、

増
子
久
治
、
真
野
目
幸
子

〔
北
須
釜
〕
榊
校
カ
ツ
エ
、
榊
校
金
雄

榊
枝
松
弘
、
塩
沢
好
美
、
塩
沢
正
人
、

塩
沢
金
男
、
塩
沢
勲
、
鈴
木
玉
江
、

鈴
木
利
代
、
関
根
百
江
、
関
根
文
恵
、

瀬
谷
武
芳
、
瀬
谷
豊
、
矢
吹
春
江

〔
吉
〕
近
内
紀
子

〔
山
小
屋
)
石
森
一
度
津
江
、
石
森
澄
子

石
森
久
美
子
、
滝
口
政
広
、
矢
吹
秀
夫

〔
思
辻
新
毘
〕

大
野
勝
美
、
溝
井
美
智
子
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日
本
道
路
協
会
長
賞
に
輝
く

道
路
愛
護
で

村
老
ク
が
受
賞

こ
の
ほ
ど
、
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

(
会
長
、
矢
吹
精
助
)
は
、
多
年
に
わ

た
っ
て
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
推
進
し
、

道
路
の
美
化
に
協
力
さ
れ
て
き
た
実
績

が
高
く
評
髄
さ
れ
、
社
団
法
人
日
本
道

路
協
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

伝
達
式
は
十
一
月
十
四
日
、
村
長
室

で
行
わ
れ
、
郡
山
建
設
事
務
所
長
か
ら

表
彰
状
、
と
金
一
封
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

郡山建設事務所長から矢吹さんに

表彰状の伝達

県知事から表彰一一

竜崎第3国民年金組合

代表して村長から表彰を受ける小林さん

去
る
十
一
月
九
日
、
福
島
市
県
文
化

セ
シ
タ
i
で
行
わ
れ
た
富
民
年
金
事
業

優
良
民
間
組
織
の
表
彰
式
で
、
竜
崎
第

三
国
民
年
金
組
合
(
代
表
、
小
林
覚
一
〉

が
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
事

業
の
一
環
と
し
て
、
事
業
実
績
の
顕
著

な
団
体
や
功
績
の
あ
っ
た
方
に
対
し
て

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

表
彰
さ
れ
ま
し
た
竜
時
第
三
組
合

は
、
保
険
料
の
成
績
が
優
長
で
常
に
他

の
組
合
の
模
範
と
し
て
積
極
的
に
年
金

事
業
の
推
進
に
あ
た
ら
れ
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た。

12月18B (8)はと一葉の自覚が育てるよい政治ミ
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青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
た

第
十
二
回
玉
川
村
柔
剣
道
大
会
が
、
十

一
月
十
三
日
村
体
育
館
で
関
か
れ
ま
し

た。
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
約
百
二

O
名

の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
、
白
熱
し
た
試

合
展
開
が
さ
れ
ま
じ
た
。

女
流
剣
士
や
ち
び
っ
と
剣
士
も
顔
を

そ
ろ
え
、

，堂
々
の
試
合
ぶ
り
で
、
臼
頃

の
線
習
の
成
果
を
大
い
に
ぶ
つ
け
合
い

ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

個人の部で優勝したみなさん

中
学
生
の
部

一

学

年

箆

勝

準
優
勝

一
…
…
位

小佐小小

ニ

学

年

三準緩

"擾
位勝勝

大森大須

一
一
一
学
年

援

勝

瀬三木高

位

般

の

部

擾

須

勝

針藤 林 林

裕敏一正

越田

典俊和博

幸 雅 彦 行

越谷古 戸橋

康農政雄

藤

悦

三準
η 箆

位勝

治春裕喜

小
学
生
の
部

低

学

年

援

勝

準
優
勝

一
一
一
位

高

学

年

彦之域一

優

勝

準
震
勝

三

位

佐講小吉小矢遠

藤
岡

部

仁
井
田

高

原
藤井針田林部

一

学

年

中
学
生
男
子
の
部

寛

援

勝

準
優
勝

三

位

小前塩

針田沢

義喜憲伸充睦間
関克

栄二信

位
ニ

学

年

援

勝

準
擾
勝

三

位

寿美宗

一
ニ
学
年

擾

勝

準
優
勝

三

位女

子

の

部

也恵美開

擾

勝

準
優
勝

一
一
一
位一

般
の
部

美勝功

優

勝

準
優
勝

一
一
一
位

有小

貫
吉

田
大
和
田

関

根

佐

藤

渡

辺
熊

田

駒
木
根

藤坂小前高小円榊

賀

秀毘博道哲賢

井本林島

か
お
里

浩

子

彬

子
千
代
美

橋針谷枝

並
区司

山
中iI
 

女流剣士も登場

明

最高裁判所裁判官国民審査の投票日です

幸 秋 智 俊優也一勝治誠孝雅

衆議院議員総選挙、
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玉
川
村
民
総
合
文
化
祭
は
十
月
二
十

九
日
か
ち
十
一
月
六
日
ま
で
、
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー
と
体
育
館
を
会
場
に
盛
大

に
関
擢
さ
れ
ま
し
た
。

老
人
作
品
展
を
は
じ
め
小
、
中
学
生

に
よ
る
習
字
と
国
簡
の
作
品
展
示
や
書

道
展
、
生
花
展
な
ど
多
彩
な
催
し
で
、

訪
れ
た
村
氏
の
自
を
楽
し
ま
せ
ま
し

た。
今
年
は
青
年
屈
が
「
み
ん
な
で
築
こ

う
青
春
の
力
」
を
テ
i
マ
に
、
写
真
や

習
字
な
ど
を
展
示
し
、
文
化
祭
に
色
ど

り
を
添
え
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
郷
土
史
研
究
会
に
よ
る
小

半
弓
遺
跡
の
調
査
資
料
や
、
見
事
な
菊

が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
た
菊
花
展
な
ど

に
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。

文
化
祭
の
フ
ェ
ナ
i
レ
は
、
民
謡
や

舞
踊
の
愛
好
者
が
体
育
館
に
集
り
、
領

や
踊
り
の
十
八
番
を
披
露
し
、
ニ
適
に

わ
た
っ
た
文
化
祭
の
幕
を
閉
じ
ま
し

た。
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4
5九
の
あ
つ
に

?
免
こ
寸

i

薄

諺

母
島
揮
の
ノ
ド
を
披
露

昭

和

五

十

八

年

度

玉
川
村
商
工
会
主
援
に
よ
る
昭
和
五

十
八
年
度
擾
良
従
業
員
表
彰
式
が
、
十

一
月
二
十
三
日
午
前
九
時
四

O
分
か
ら

就
業
改
善
セ
ン
タ
!
で
行
わ
れ
ま
し

た。
今
年
度
村
内
の
各
事
業
所
か
ら
選
ば

れ
た
援
良
従
業
員
は
二
十
二
名
。

商
工
会
長
式
辞
の
あ
と
、
表
彰
状
授

与
に
入
り
、
一
人
ひ
と
り
に
賞
状
と
記

念
品
が
渡
さ
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

駒
木
根
昭
さ
ん
(
駒
木
根
工
業
鰯
福
島

工
場
勤
務
〉
が
「
こ
れ
を
契
機
と
し
て

仕
事
に
精
進
し
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
郡
山
市
の
紛
金
大
社
長
で

あ
る
小
針
長
雄
氏
の
「
テ
レ
ピ
時
代
か

ら
マ
イ
コ
ン
時
代
へ
」
と
題
す
る
記
念

講
演
が
あ
り
、
「
こ
れ
か
ら
の
産
業
経
済

に
お
け
る
情
報
収
集
と
、
そ
の
活
用
の

仕
方
」
な
ど
を
経
営
手
腕
を
お
り
ま
ぜ

な
が
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と

お
り
で
す
。

〈
照
不
問
〉

氏

名

勤

務

先

駒
木
根
昭
〈
駒
木
根
工
業
紛
〉

首

藤

進

ハ

H

〉

吉
田
正
美
〈

H
リ

〉

永
林
久
徳
〈
紛
鈴
木
建
設
)

小
一
旦
焔
智
(
東
京
精
工
紛
〉

関
根
光
子
ハ

H
H

〉

矢

吹

春

男

〈

〉

円

谷

洋

子

(

〉

11 1! 

安
夫
〈
東
京
精
工
紛
)

勝
雄
ハ
揺
島
双
羽
電
機
紛
)

佐

藤

悦

子

ハ

H
吋

〉

草

野

代

道

(

H

リ

)

関
根
喜
子
恵
〈
仙
脚
本
国
務
癌
〉

小
原
吉
次
〈
矢
吹
工
務
唐
〉

真
野
自
照
雄
〈
中
根
精
工
鱒
)

小

針

隆

吉
(

H

H

〉

宗
形
孝
重
〈

η

〉

大
竹
艶
子
ハ
紛
福
島
エ

γ
ヤ〉

永
林
一
ア
イ
ハ
小
林
建
設
〉

大
竹
安
男
ハ
味
建
工
業
〉

石
森
一
ニ
男
(
M
W

玉
川
畜
産
セ
ン
タ
ー
)

栗
崎
孝
雄
ハ
掲
加
藤
化
成
〉

安
彦

12月18日(8)は

優良従業員として表彰されたみなさん

と一票の自覚が育てるよい政治ミ



一川111糊 198312 6 全3・~川 111111111111川111111111111111111111川 t叩削州11問川削11山山11川附11川川l“I

一
官
邸
さ
吹
き
飛
ば
す
ブ
レ
!

…
第
一一

回

山

一
ゲ
一i
ト

ボ

!

ル

大

会

一

山
第
一
回
玉
川
村
官
l
ト
ボ

i
ルト大

ー

会

が

十

一

月

四

日

、

村

民

グ

ラ

ウ

ン

川

ド

で

行

わ

れ

ま

し

た

。

川

川

村

内

の

ゲ

i
ト
ボ
l
ル
愛
好
者
の

川
健
康
増
進
と
親
睦
交
流
を
目
的
に
、

十
八
チ

1
ム

が

参

加

し

ま

し

た

。

川

川

ゲ

l
ト
ポ

l
ル

は

お

年

寄

り

の

み

川

な

さ

ん

の

健

康

ゃ

つ

く

り

と

し

て

、

今

川

川
や
大
変
な
ブ

1
ム
で
す
。
こ
の
日
に

川
備
え
て
毎
日
の
よ
う
に
練
習
を
続
け

州
て
き
た
チ
i
ム

も

あ

っ

て

、

中

々

の

川

川
試
合
展
開
と
な
り
ま
し
た
。
寒
さ
を

吹

き

飛

ば

す

好

プ

レ

ー

も

出

て

、

応

川

て
川
援
席
か
ら
拍
手
や
か
け
声
が
か
け
ら

つ

川

れ

て

い

ま

じ

た

。

州

入
山
一
三
三
三
一
三

=-===222MEz---=

4υ
川

熱
川

も

:
技

川

川

"
実
川

民
生
委
員
ら

老
人
介
護
術
を
学
ぶ

寝
た
き
り
老
人
等
を
介
護
し

て
い
る
家
族
や
民
生
委
員
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
を
対

象
に
し
た
在
宅
老
人
介
護
者
の

研
修
会
が
去
る
十
一
月
十
一
日

村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
。

講
師
で
あ
る
日
赤
福
島
支
部

安
積
千
寿
国
の
佐
藤
寮
母
さ
ん

か
ら
、
病
人
の
寝
か
せ
方
や
起

し
方
、
オ
ム
ツ
の
仕
方
な
ど
を

ベ
ッ
ド
を
使
っ
て
実
技
指
導
を

受
け
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
に
は
十
七
名
が

出
席
し
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

保
育
所
あ
て
に

お
礼
の
は
が
き

泉
保
育
所
で
は
毎
年
、
勤
労
感
謝
の

日
に
ち
な
ん
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
可
愛

ら
し
い
花
束
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
水
郡
線
の
運
転
士
さ
ん
か

ら
、
花
束
を
い
た
だ
い
た
お
礼
の
は
が

き
が
保
育
所
に
届
き
ま
し
た
。

「
思
い
が
け
な
く
子
ど
も
た
ち
か
ら

花
束
を
い
た
だ
き
、
心
が
な
ご
み
一
日

中
気
持
ち
よ
く
運
転
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
:
:
:
」
と
い
う
内
容
の
も
の

で
す
が
、
所
長
は
じ
め
先
生
方
は
「
こ

ん
な
に
喜
ば
れ
る
な
ん
て
大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

寸
劇
も
趣
向
を
凝
ら
し
て

優
勝
は
川
立
A
チ
l
ム
、
準
優
勝
は

川
辺
B
チ
l
ム
コ
一
位
は
小
高

A
チ
ー

ム
、
中
B
チ
i
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し

ま
し
た
。

青
年
四
で
寸
劇
や

コ
ン
サ
ー
ト

青
年
団
連
絡
協
議
会
で
は
、
こ
の
歌

活
動
の
一
端
と
し
て
文
化
祭
を
は
じ

め
、
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
落
成
記
念
マ
ラ

ソ
ン
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
や
各
分
間
ご

と
の
出
し
も
の
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

中
で
も
各
分
団
の
団
員
の
持
ち
味
を

生
か
し
た
出
し
も
の
大
会
で
は
、
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
や
日
本
昔
話
し
の
寸
劇
な

ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
団
員
の
ほ
か
、
子
供
た
ち

ゃ
お
年
寄
り
も
見
に
き
て
い
て
、
若
さ

と
ア
イ
デ
ィ
ア
い
っ
ぱ
い
の
余
興
に
拍

手
を
送
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

歌
を
歌
っ
て
心
の
健
康

高
齢
者
教
室
で

カ

ラ

オ

ケ

ポー)f，を追う自つきも真剣です

マ
イ
ク
片
手
に
自
慢

の
ノ
ド
を

:
・
。
今
ち
ょ
っ
と
し
た
集
り
に
も
カ

ラ
オ
ケ
は
大
モ
テ
。
そ
ん
な
わ
け
で

お
年
寄
り
の
方
も
時
代
の
波
に
遅
れ

て
は
?
と
、
こ
の
ほ
ど
高
齢
者
教
室

で
カ
ラ
オ
ケ
教
室
を
開
き
、
カ
ラ
オ

ケ
の
い
ろ
は
を
学
び
ま
し
た
。

講
師
に
長
沼
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
所
長
で
あ
る
和
田
明
先
生
(
元
N

H
K
ア
ナ
ウ
シ
サ

i
)
を
招
い
て
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。
「
だ
ん
な
様
」
や

「
二
人
酒
」
な
ど
を
約
二
時
間
に
わ

た
っ
て
一レ
ッ
ス
ン
を
受
け
ま
し
た

が
、
み
な
さ
ん
の
表
情
は
い
つ
に
な

く
生
き
生
き
と
し
て
い
ま
し
た
。

最高裁判所裁判官国民審査の投票Bです衆議院議員総選挙、

健
康
に
は
芦
を
出
す
こ
と
も
大
切



v 
a自重

悲
た
ち
は
、
衣
食
住
を
中
心
と
し
た

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
て
い
ま
す
。

家
庭
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る

と
き
、
現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
こ

れ
以
上
ふ
や
さ
ず
、
し
か
も
快
適
な
暮

ら
し
を
維
持
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か

i
iこ
れ
が
大
き
な
問
題
点
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、

今
の
暮
ら
し
方
に
ム
ダ
は
な
い
か
、
も

っ
と
者
効
な
利
用
法
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
な
ど
、
暮
ら
し
全
般
の
見
麗
し
を

す
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
こ
で
今
月
は
身
近
に
で
き
る
省

エ
ネ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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もう1歩進めτみませ九
冬の省工二容

快適な暮らし

上手に使って

護
冷
蔵
蕗

i
i庫
内
は
キ
チ
ン
と
整
理

し
て
、
ド
ア
の
開
け
閉
め
を
少
な
く
。

融
機
照
明

l
i器
具
の
ホ
コ
り
を
と
り
、

不
要
な
熊
明
は
こ
ま
め
に
消
し
ま
し
ょ

う
。
叉
、
同
じ
明
る
さ
で
も
蛍
光
灯
は

白
熱
灯
の
%
の
消
費
電
力
で
す
み
ま

す。畿
一
ア
レ
ピ

i
l瞬
間
受
像
式
の
テ
レ
ピ

は
常
に

5
1
m
ワ
ッ
ト
の
電
力
を
使
い

ま
す
。
見
て
な
い
と
き
は
電
源
プ
ラ
グ

を
技
き
ま
し
ょ
う
。

畿
エ
ア
コ
ン

i
i室
温
は
哀
は
お
度
C

冬
は
話
度
C
で
十
分
で
す
。
こ
ま
め
に

調
整
を
。

勢
お
嵐
呂

l
i水
は
必
要
量
だ
け
く

み
、
一
度
は
午
前
中
、
冬
は
産
前
に
入
れ
、

挽
い
た
ら
家
族
み
ん
な
続
け
て
入
り
ま

し
ょ
う
。

石
油
ス
ト

i
ブ

争
芯
に
つ
い
た
ス
ス
は
こ
ま
め
に
取
り

除
き
、
反
射
板
は
い
つ
も
ピ
カ
ピ
カ
に
。

欝
室
内
温
震
は
十
八
震
C
に
、
暖
房
温

震
を
一
度
C
下
げ
る
と
一
世
帯
当
り
年

間
的

8
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

繕
暖
か
い
空
気
を
逃
さ
な
い
よ
う
、
カ

ー
テ
ン
を
引
い
た
り
、
窓
の
目
張
り
な

ど
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

マ
イ
カ
ー

畿
マ
イ
カ
ー
利
用
を

md月
控
え
る
と
年

間
一
世
帯
ぷ
り
で

m
sの
節
約
と
な

り
、
日
本
全
体
で
加
万

M
、
霞
ヶ
関
ピ

ル
の

4
杯
分
強
で
す
。

穆
一
人
を
同
じ
距
離
は
こ
ぶ
の
に
マ
イ

カ
ー
は
電
車
の

7
倍
、
パ
ス
は

5
倍
も

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
。

議
ガ
ス
コ
ン
ロ

i
iバ
ー
ナ
ー
の
そ
う

じ
を
し
、
ナ
ポ
や
ヤ
カ

γ
は
熱
効
率
の

高
い
平
底
型
の
も
の
を
。

議
瞬
間
湯
沸
器

i
i
口
火
は
こ
ま
め
に

消
し
ま
し
ょ
う
。

審
洗
濯

i
i流
し
っ
ぱ
な

し
の
す
す
ぎ
洗
い
は
や

め
、
す
す
ぎ
の
前
に
一
臼
一

脱
水
し
て
洗
剤
を
お
と
し

て
か
ら
、
た
め
す
す
ぎ
を

し
ま
し
ょ
う
。

惨
お
風
呂

i
i適
量
の
水

で
沸
か
し
、
残
り
湯
は
洗

濯
な
ど
に
使
い
ま
し
ょ

。

〉
ハ
ノ畿

洗
面
・
歯
み
が
き
1

1

必
要
最
を
あ
ら
か
じ
め
取

っ
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

番
水
道
の
じ
ゃ
口
栓

i
i
t

し
っ
か
り
締
め
ま
し
ょ

。
λ
ノ

ほ
ん
の
わ
ず
か
の
も
れ

水
も
、

1
分
間
に
均
鴻
、

1
年
間
に

1
升
ピ
ン

4
、

6
6
6
本
に
も
な
り
ま

す。

あなたの省工不診断テスト

はい、いえで、お答えください Iv叶XL、

1 天井知、っ壁、床の断熱が大切なこと
は ていますか

2 窓す、やドアなどはひ。ったりしまいま
カミ

3・冬すかは太陽熱を」 うまく利用していま

4.暖房をしすぎてはいませんか

5 照す明器具はときどき掃除していま
か

6 お風呂はつぎつぎに入っています
. iJ、

7 工台所夫やお風呂の水お湯の箆い方を
していますか

8 ストープなどは時々手入れしてい
-ますか

9.不す要かな電灯はこまめに消していま

10 見たい番組が終ったらアレピをけ
しますか

11. 冷ま蔵すか患のドアは手早く開閉してい

※はし、が 9以上合格で す
7以上 省エネノレギーの努力がもう

一息
6以上 エネルギーのむだ使いをし

ています

一
事
公
給
一
領
収
証
を

一

受

け

取

り

ま

し

ょ

う

一
料
理
屈
、
パ

i
、
ス
ナ
ッ
ク
、
飲
食
居
、
旅
舘

一
な
ど
を
利
用
し
た
と
き
は
、
そ
の
料
金
と
一
緒
に

一
「
料
税
理
飲
食
等
泊
費
税
」
と
い
う
県
税
を
支
払
つ

…
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
料
理
飲
食
等
消
費
税
を

一
支
払
っ
た

H

し
る
し
H

と
し
て
、
お
庖
か
ら
皆
さ

…
ん
に
「
公
絵
領
収
証
」
を
お
渡
し
す
る
こ
と
に
な

…
っ
て
い
ま
す
。

一
皆
さ
ん
が
、
公
給
領
収
証
を
受
け
取
る
こ
と
に

一
よ
っ
て
、
支
払
っ
た
税
金
は
活
や
旅
館
な
ど
を
通

一
し
て
確
実
に
紡
め
ら
れ
、
住
み
よ
い
郷
土
を
つ
く

一
る
た
め
の
財
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
公
給
領
収
証
は
、
必
ず
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

一
審
年
金
受
給
者
が

一
死
亡
し
た
と
き

一

す

み

や

か

に

届

出

を

12月188(8)はと一票の自覚が、育てるよい政治ミ

国
民
年
金
の
受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
遺

族
の
方
は
す
み
や
か
に
「
年
金
受
給
権
者
死
亡

届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
出
が
お
く
れ
ま
す
と
、
死
亡
後
も
年
金

が
支
払
わ
れ
、
後
日
遺
族
の
方
に
死
亡
後
に
支
払

っ
た
年
金
を
返
納
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
届
出
る
こ
と
が
必
要
で

す。
な
お
、
死
亡
し
た
方
に
支
払
わ
れ
る
は
ず
で
あ

っ
た
年
金
が
支
払
わ
れ
ず
に
残
っ
て
い
る
場
合
に

は
、
遺
族
の
方
に
「
来
支
給
年
金
」
と
し
て
支
払

わ
れ
ま
す
。

来
支
給
年
金
受
け
る
た
め
に
は
「
未
支
給
年
金

支
払
請
求
書
」
を
、
役
場
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

な
お
菌
民
年
金
に
つ
い
て
く
わ
し
く
知
り
た
い

方
は
、
役
場
住
民
課
国
民
年
金
係
、
又
は
須
釜
支

所
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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事住;
民:

:業課
衛

予生
関

定係

3
日
4
日

四

辻

歯

科

巡

回

診

療

受

仔

午
前
8
時
J
m
院

ま
で
四
辻
農
研

7
日
(
水
〉
妊
婦
検
診

ハ
西
部
〉
母
子
セ

ン
タ
ー
午
後
1
時

1
2時
受
付

8
日
(
木
〉
献
車
車
来
村
(
村
内
一
円
〉

叩
日
"口
日
四
辻
歯
科
巡
回
診
療
受
付

午
前
8
時

l
m時
四
辻
農
研

Y
E
F
4さ

η
日
目
日

四
日
(
月
一)

初
日
(
火
)

幻
自
(
水
)

幻
自
ハ
木
)

ご
利
用
く
だ
さ
い

母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金

1983.1η2 111附11川附削1“山附11附11削11山11附附i“削11

。
入
学
支
度
・
修
学
資
金
の

貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す

回
今
春
入
学
、
進
学
を
迎
え
る
お
子

さ
ん
を
お
持
ち
の
母
子
家
庭
、
寡
婦

世
帯
の
み
な
さ
ん
に
は
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

(
無
利
子
で
す
〉

希
望
さ
れ
る
方
は
、
二
月
末
日
ま

で
住
民
課
福
祉
係
(
役
場
、
内
線
幻
〉

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

・
支
度
資
金

小

学

校

置曹"輯錫11111111111111

一
一
一
万
八
百
円

中

学

校

三

万

五

千

八

百

円

高
等
学
校
五
万
円

大

学

校

六

万

円

・
修
学
資
金
(
月
額
〉

高

校国
公
立

私

立

大

学国
公
立

私

立

七
千
円

一
万
八
千
円

万
八
千
円

万
七
千
円

母
子
セ
ン

公

民

館

行

事

予

定

3
日
(
土
〉

印
日
(
土
)

日
日
(
木
)

げ
日
(
土
)

幻
日
(
水
)

n
日
(
木
〉

M
日
(
土
〉

パ
ド
ミ
ッ
ト
ン
教
室

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

婦
人
学
級
(
泉
〉

パ
ド
ミ
ソ
ト
ン
教
室

高
齢
者
教
室

婦
人
学
級
ハ
須
釜
〉

パ
ド
ミ

γ
ト
ン
教
室

自
衛
官
募
集

生
き
甲
斐
と
充
実
感
を
も
っ
て
将
来

を
約
束
さ
れ
る
職
場
・
:
・
:
。
そ
こ
に
あ

な
た
の
夢
が
あ
り
ま
す
。

入
隊
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
0

.
応
募
資
格

十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満
の
日
本

国
籍
を
有
す
る
男
子

・

身

分

一
特
別
職
国
家
公
務
員

.
初
任
給

九
六
、
二

O
O円
。
十
カ
月
後
一

O

四
、
八

O
Oと
な
り
、
そ
の
後
年
一
回

昇
給
。

・

賞

与

年
三
回
(
約
四
・
九
カ
月
分
)
、
寒

冷
地
手
当
な
ど
支
給

・
そ
の
他
一

衣
・
食
・
住
は
無
料
支
給

な
お
、
手
続
き
等
詳
し
く
は
自
衛
隊

郡
山
募
集
事
務
所
(
智

O
二
四
九
!
三

一一
pat--

一
四
二
回
)
叉
は
役
場
総
務
課
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

前
半
は
薩
か
い
日
が
多
レ
で
す
が
、

後
半
は
紫
、
き
が
加
わ
り
、
会
津
地
方
や

山
沿
い
で
は
雪
の
降
る
日
が
多
く
な
る

見
込
み
で
す
。

気
温
は
平
年
並
、
降
水
量
、
積
雪
と

も
会
津
地
方
で
は
や
や
多
く
な
り
ま
す

が
、
中
通
り
と
浜
通
り
地
方
で
は
平
年

並
の
見
込
み
で
す
。

新田北竜 岩 蒜 川 地
"須"法

自主土釜崎 寺生辺区

地小

高中
竜

崎
ゴヒ南
須須"
釜釜

新四

(
福
島
地
方
気
象
台
発
表
)

お

め

た

rth
・

2
2↑、蕗

E
gセ
ン
タ

ー

午

前

9
時
ぬ
分

1
料

理
講
習
会

~
須
釜
公
民
館

午
後
ヨ
時
鈎
努
J

四
辻
歯
科
巡
回
診
，療

局須
田
幸
系
民
宅
前
)

受
付
午
前
日
時
!
日
時

子
宮
が
瓦
検
診
就
改
セ

ン
タ
ー

受

竹
午
前
8
時

ω分
ネ
ダ
時

子
宮
が
ん
検
診
須
釜
公

民
館
受
付
午
前
8
時

ω

分
J
9
時

妊
婦
検
診
母
子
セ
ン
タ

ー

東

部

受

付

午

後

1

時
J

2
時

料
理
講
習
ハ
中
〉
午
前
9

時
加
分
J

乳
幼
児
検
診

タ

l

で

(
十
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
)

出
生
児
氏
名

矢

部

義

友

溝

井

伸

弥

須
釜
真
一

須
釜
絵
里
子

仁
井
田

怜

榊

枝

一

弘

保
護
者
名

義

雄

松

雄

保

徳
徳

男

光

夫
松

夫

大
和
田
友
紀

邦

大
和
田
友
呑

お

や

み

く

(
十
月
分
の
死
亡
属
書
か
ら
)

区

死

亡

者

氏

名

年

令

諜

車

田

喜

久

的

近

一

小

針

忠

次

郎

昭

英

勇

鈴
木
源
一

η
源

次

櫛

屋

テ

ル

釘

庄

一

小
林
清
右
エ
門
初
俊
清

矢

吹

市

三

似

末

吉

大

野

サ

ク

白

金

次

郎

瀬

谷

士

口

祐

弘

吉

定

鈴
木
喜
三
郎
引
け
喜
久
雄

塩

田

ハ

ル

侃

" 田註

" 実
夫

舎

で申年
し末
込の
み汲
に取
つり

年
末
の
汲
取
り
申
し
込
み
は
、
混
雑

し
ま
す
の
で
早
自
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
(
ロ
月
加
自
ま
で
の
申
し
込
み
は

本
年
度
中
に
可
能
で
す
〉

@
ゴ
ミ
収
集
及
び

危
険
物
収
集
に
つ

い
て

ゴ
ミ
収
集
は
ロ
月
お
日
ま
で
で
す
、

ロ
月
初
日
か
ら
1
月
4
日
ま
で
は
お
休

み
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
危
険
物
収
集

は
泉
地
区
が
ロ
月
お
日
、
須
釜
地
区
は

ロ
月
幻
日
で
す
。

指
定
さ
れ
た
場
所
に
袋
詰
め
に
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。
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1，528戸(:l:0) 

7，458人〈ー 7)

3，667人(-4) 

3，791人(-3) 

(58年11月 1日現在〉

村のようす

世帯数

口

男

女

人

、円.".，




